
 

 

 

 

 

 

 

皆さん、今年初めての通信となります、どうぞ本年もよろしくお願いします。 

センター試験の前日から大変な大雪となり、その後も記録的な寒波の到来など、

今冬は大荒れの模様です。しかし、この寒さの中でも皆さんは元気にお過ごしの

ことと思います。教室ではいつでも皆さんが快適に過ごせるように整えて、来室

を待っていますよ。 

皆様にお知らせがあります。やすらぎ加賀教室は来る４月より、県立加賀聖

城高等学校内に移転することになりました。聖城高校は JR 大聖寺駅から徒歩

10 分程のところにあり利便性が増しますので、今後ともよろしくお願いします。

なお引っ越しのため３月下旬から４月初めにかけて、しばらく閉室させていただきます。詳細は、今

後の通信などでお知らせいたしますので、宜しくお願いします。                            

                                   

 

 

                                                                                          

  

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 来室相談 訪問相談 電話相談 合計 通室生徒 

12月 ２ １２ １ １５ １ 

1月 ３ ５ １ ９ １ 

      

 

昨年１１月から始まった金沢大学原田ゼミの学生ボランテイア活動も、あと残すところ数回とな

りました。２／２１（水）には全員揃って反省会を行う予定です。皆さま参加して下さいね。 

さて、それぞれの現場で貴重な体験をしたと思いますが、のぞみ教室では１２／１５（金）にク

リスマス会が行われ、サンタやトナカイに扮して大活躍でした。その他の学校でも、それぞれに児

童生徒の「フレンド」として活躍しています。 

               

 

 

 

 

 

 

加賀フレンドシップ その２ 

土田先生（心理カウンセラー）の相談日 

２月 2 日・９日、 3 月 ２日 金曜日 

時間：9:30～11:30             

場所：やすらぎ加賀教室  

※相談ご希望の方は予約をお願いします。         

 

ブログ更新中 見てね！ 

加賀市標章 

一緒に学習プリントを作成中 

頑張って作ったから、おいしいね！ 

ゲームも一生懸命 

 

折り紙がすごく上手な中学生に、

教えてもらいました(-_-;) 

 

 

ビンゴ大会やマジックショーなど盛り沢山！！ 

相 談 状 況 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 4 回 事例検討会から  1 月 2６日（金）15:３0～16:50   加賀市青少年育成センター  

講師に浅田伸史いなみえん所長・臨床心理士、県教員総合研修センターの高野伸一指導主事を迎え、加賀市内の高校・

特別支援学校、関係機関等から２５名の参加を頂き開催さ

れました。今回も PCAGIP 法による事例検討を行いました

が、過去の解決した事例について、学校はどのように対応

支援すべきかを皆さんで考えてゆき、今後の参考にすると

いう構成にし、事例は浅田所長に提供して頂きました。 

事例の概況は、「死にたい」と友達に話していたＡさんの欠席が続き、心配した部活の友達（グループ）が教員にどうに

かして欲しいと訴える、という内容です。ある対応がなされたため本人や保護者は落ち着いており、その詳細を口外せず

そっとしておいて欲しいとの希望だったため、事情を知らないグループは学校が何もしてくれないと勘違いし、焦燥感と

不信感を募らせてゆきました。頻繁に LINE で連絡を入れるのですが、Ａさんから全く返信がありません。Ａさんは、そ

のメールが来ること自体も重荷になって辛くなっています。友人思いのグループを、どう指導すると良いでしょうか。 

支援のアイデアについては、 

・グループ全体でなく、個々の生徒を見て、「Ａさんはしんどいようだから、止めよう」と伝え、それを理解して友達に

もそうするように話せる生徒を見つければよい。 

・学校関係者が集まり、情報を整理しアプローチを協議すべき。外部につなげるとか、顧問が何をすべきか、など。  

・グループに「A さんのために、学校に何をして欲しいのか」を訊くとよい。 

・グループのやったことは A さんのためを思ってやったので、まずは受け入れてあげてから、学校と一緒にやることを

生徒にも考えさせるとグループの成長にも繋がる。いつ、誰が生徒にあたるかなど、担任だけでなく学校全体で考える

べきである。もちろん、学校だけでなく外部専門機関にも繋げてゆくとよい。 

等々、高野講師からの助言も含め多くのアイデアが出されました。最後に浅田所長からは今後の参考にしてほしいと、実

際の学校がとった対応も紹介されました。参加された皆さん、どうもありがとうございました。 

《子育て講演会のお知らせ》 

 

 

 

 

 

 

 

 

～親子の効果的なコミュニケーションについて～ 
講     師    金沢星稜大学人間科学部こども学科教授 

                 学校心理士スーパーバイザー、ガイダンスカウンセラー  高 賢一 先生 
  日     時   3 月 17 日（土）14 時～16 時（受付 13 時半～） 

  会    場   加賀聖城高等学校 1F ホール 

  対  象 者   不登校やひきこもりの子どもを抱える保護者・または関係者、 

子どもに携わる方、今回のテーマに関心を持った方など 

  主     催   親 の 会 

  問い合わせ先  児童家庭支援センター ファミリーステーションいなみえん 担当：白田 

  申し込み方法  お電話（0761-7５-8889）またはメール（center@inamien.jp）でご連絡下さい。 

申し込みなしの当日参加も歓迎です。 

 

 

 

 

皆さんは、もう読みましたか？ 

昨年からあちこちで取り上げられるようになった、若い君たちへのとても大切な 

メッセージが込められた本ですね。漫画版も出版されて、更に評判が高まっています。 

        ぜひ両方を読んで、それぞれの良さを味わって欲しいです。 

みんなにも読んで欲しいと、昨年末に購入しました。 

         🎵 少し型が古くなった電子キーボードも健在です。 

音楽に興味のある人は、是非弾いて欲しいです。🎵 

最近の教室では・・・ 


